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氏名   中川 美幸 職名  講師 学位 修士（社会福祉学）（福岡県立大学2020年） 

 

研  究  分  野 研究内容のキーワード 

医療領域（一般）におけるソーシャルワーク ソーシャルワーク、退院支援、院内連携、地域連携、 
医療ソーシャルワーカーと退院調整看護師との協働 

 

研  究  課  題 

がん患者への相談支援の質の評価 
医療ソーシャルワーカーのモチベーション 
多職種連携 

 

 

授業を行う上で工夫した事項（※ 助手については、実習・演習等の指導を行う上で工夫した事項） 

授業科目名【 相談援助の理論と方法Ⅱ 】 
 ソーシャルワークの実践を行う上で問題を抱えた人々を「人と環境の相互作用」と理解する視点を学べるよ

う努めた。また実践モデルとアプローチ等といった問題解決を図るための基盤となる理論を通して、社会福祉

の専門職としての心構え、態度などをイメージできるように、現場での事例を用いて理解を深められるよう工

夫した。事例から支援を考える場面では、個人ワークやミニグループワークも取り入れ、より考えを深められ

るよう組み立てた。 

授業科目名【 ソーシャルワーク実習指導Ⅰ 】 
 医療ソーシャルワーカの役割と病院機能など、実習で必要となる基礎知識を中心に実施。また、動画の活用

や、現場の経験などを伝えることで、医療ソーシャルワーカーについての理解が深まるよう工夫した。また、

実習終了後の振り返りでは、現状と課題を整理し、3年時の実習につながるよう努めた。 

授業科目名【 相談援助実習指導Ⅱ 】 
 実習前にはグループごとに病院機能などについて、調べ学習をし、全体で共有することで実習に必要な知識

が定着するよう努めた。また、ロールプレイを行ったり、医療ソーシャルワーカーの業務指針や倫理綱領につ

いて学ぶ時間を取り、より具体的に医療ソーシャルワーカーの業務を理解し、実習に臨めるよう工夫を行った。

実習後の振り返りを一人ずつ発表し、全員で共有することで実習報告会の準備を全員で行えるよう努めた。 

授業科目名【 ソーシャルワーク演習（専門）Ⅰ・Ⅱ 】 
 事例を個人ワークで考えた後にグループディスカッションを行うことで、より深くソーシャルワークの視点

や価値観、倫理観などを学べるよう努めた。また、アセスメントでは、問題点にのみ目を向けるのではなく、

本人の持っているリソースにも目を向けるよう指導した。ロールプレイも積極的に取り入れ、実習や現場でも

活かせるよう配慮した。加えてロールプレイでは、クライエント体験から専門職の態度や価値観、倫理観につ

いても考えれるような演習を行った。 

担  当  授  業  科  目 

相談援助の理論と方法Ⅱ（通年） 
ソーシャルワーク実習指導Ⅰ（通年） 
相談援助実習指導Ⅱ（通年） 
ソーシャルワーク演習（専門）Ⅰ（前期） 
ソーシャルワーク演習（専門）Ⅱ（後期） 
ソーシャルワーク演習（後期） 
福祉入門（前期） 



 

授業科目名【 ソーシャルワーク演習 】 
 ソーシャルワークの基盤となる価値や倫理、視点、面接技術の基本などを身近なテーマを用いることで、イ

メージしやすいよう工夫した。また、ソーシャルワークの理論やプロセスなど授業で学んでいないことについ

ては、自己学習からグループワーク、全体共有（発表）と段階を追って学習させ、足りない部分を解説した。 
また、他者の意見を聞く事、自分の意見をまとめてわかりやすく伝える、グループ内で意見が違った時にどの

ように意見をまとめるのか、ということも経験できるような組み立てを行った。また、ロールプレイではクラ

イエント体験を行うことで、クライエントの感情もふくめ疑似体験させた。 

授業科目名【 福祉入門 】 
 医療ソーシャルワーカーが病院でどのような実践を展開しているのかを現場の状況交えながら伝え、学生の

医療ソーシャルワーカーへの関心を高めることができるよう工夫した。 

 
 

 

 

２０２２ 年 度    研  究  業  績  等  に  関  す  る  事  項 

著書、学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所、発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概      要 

（著書） 
「医療福祉総合ガイド

ブック2022年度版」 
 
 
 
 

 
 共 

 
2022年4月 

 
医学書院 

 

 
① 本書は、新人の医療ソーシ

ャルワーカーや医療ソーシ

ャルワーカーを目指す学生

、医療・福祉従事者、福祉

サービスを利用する当事者

や家族向けに作成したガイ

ドブック。 

② 編集者名：村上須賀子、 

佐々木哲二郎、大垣京子、

中川美幸、他8名 

③ 担当部分 
  第2章医療に関する諸制度 
 （P47～P79） 

（学術論文） 

 
 
 
 

 
  

  

学 会 に お け る 活 動 

所属学会等の名称 役職名等（任期） 加入時期 

福岡県医療ソーシャルワーカー

協会 
日本医療ソーシャルワーク学会 
 
日本医療・病院管理学会 
日本社会福祉学会 
日本医療ソーシャルワーク協会 

 
 
理事（2014年度～） 
会長（2020年度～現在に至る） 

 

1990年7月～ 

 
2015年4月～ 
 
2017年4月～ 
2019年4月～ 
2022年10月～ 



２０２２ 年 度    研  究  業  績  等  に  関  す  る  事  項 

著書、学術論文等の名称 
単著・ 

共著の別 

発行又は 

発表の年月 

発行所、発表雑誌等 

又は発表学会等の名称 
概      要 

（翻訳） 
なし 

    

（学会発表） 
「新カリキュラム実習

の調整・方法について」 

 
 

 
 単 

 
2022年10月 

 
日本ソーシャルワー 
ク教育学校連盟九州 
ブロック社会福祉士

養成教育・研究部会研

修会（沖縄国際大学担

当 Web 開催） 

 

新カリキュラムで行う実習に対

し実習先と顔の見える連携を行

い、綿密に打ち合わせを重ねるこ

とで、取り組んだ報告と、実習か

ら見えてきた新カリキュラムの

今後の課題も実習先と意見交換

した報告を行った。 

 

外部資金（科学研究費補助金等）導入状況（本学共同研究費を含む） 

（１）  共  同  研  究 

研  究  題  目 交付団体 
研 究 者 

○代表者（ ）内は学外者 
交付決定額 
（単位：円） 

医療機関での医療ソーシャルワーク実習の現

状と課題 
日本医療ソー

シャルワーク

学会 

〇（村上須賀子） 
 （竹中麻由美） 
 （河野喬） 
 （川村隆史） 
 （佐渡裕紀） 
 （正畠忠貴） 
 （髙石麗理子） 
 （田川雄一） 
 （中村有紀子） 
（村上武敏） 

 （渡邊佳代子） 
  中川美幸 

50,000 

 

外部資金（科学研究費補助金等）導入状況（本学共同研究費を含む） 

（２）  個  人  研  究 

研  究  題  目 交付団体 
交付決定額 
（単位：円） 

備   考 

なし    

 

社  会  に  お  け  る  活  動  等 

団体・委員会等の名称 
（内    容） 

役 職 名 等 
任     期 
期  間  等 

北九州市精神保健福祉審議会 

 
日本医療ソーシャルワーク学会 

委員 

 
会長 

2022年6月1日～ 
       2025年5月31日迄 
2020年6月から現在に至る 

 



 

学 内 に お け る 活 動 等 （役職、委員、学生支援など） 

学生個人情報保護委員会 2022年4月1日～2023年3月31日迄 

 


